
日本病院薬剤師会がん薬物療法認定薬剤師
� 中澤　寛仁
日本病院薬剤師会感染制御認定薬剤師� 大友　慎也
日本薬剤師研修センター認定実務実習指導薬剤師
� 片野　昌宏　他２名

３．実績・クリニカルインディケーター
１）業務内容
①外来・入院調剤業務
　調剤部門では、入院患者および外来患者の調剤を行っ
ている。外来調剤においては、1998年の院外処方せん
発行開始以来様々な業務の合理化を行ってきた。2017
年は、院外処方せん発行率90％を目標に、院外処方せ
んが発行できない一部外来患者への処方せん調剤と薬剤
情報提供の他、在宅療養に必要な器材や検査・処置用
薬、病棟配置薬の供給、治験薬の調剤や院外の保険薬局
からの疑義照会窓口として活動した。

②製剤・医薬品調製業務
　製剤部門では予め使用頻度の高い薬剤の混合や分包（一
般製剤・無菌製剤）、医師からの依頼による特定の患者を
対象とした市販されていない剤形や規格の薬剤の調製（院
内特殊製剤）、リスクの高い注射薬であるTPN（中心静脈
栄養）や抗がん剤の混合調製を行っている。2009年５月
からは病棟で使用する抗がん剤、2010年２月からはTPN
の当日調製を開始し、休日を含め院内で使用するTPNお
よび抗がん剤の調製は全て薬剤部で実施している。
　2011年、日本核医学会ほか３団体の共同作業により

「放射性医薬品取り扱いガイドライン」が作成された。薬
剤部では、2012年６月から薬剤師による放射性医薬品の
院内調製（99Mo/99mTcジェネレーターからの99ｍTcの抽出、
テクネMAAキットおよびテクネフチン酸キットにおける
99ｍTcの標識など）と管理を開始した。2013年６月からは
骨転移疼痛緩和剤メタストロン注の調製も開始した。

過去５年間における注射薬混合調製数（単位・本、放射
性医薬品は件）

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
TPN（病棟/在宅） 4,240 5,680 4,425 3,264 2,676
抗がん剤（病棟） 10,779 11,273 9,817 10,107 9,968
抗がん剤（外来） 14,385 14,804 15,146 15,945 17,277
一般薬（病棟/外来） 13,314 14,280 17,376 11,622 10,351
放射性医薬品  584  630 750 764 850

薬剤部

１．スタッフ（2018年４月１日現在）
薬 剤 部 長　　　須藤　俊明（腫瘍センター兼務）
副薬剤部長　　　深谷　裕之（医療情報部兼務）
　　　　　　　　中澤　寛仁（医療安全対策部兼務）
　　　　　　　　釜井　聡子（感染制御部兼務）
主任薬剤師　　　安達　英子
	 霜多　博孝
	 荒川　昌史
	 小倉　明子
	 大塚由紀子
	 片野　昌宏
	 若林　宏海
	 大友　慎也
薬　剤　師	 62名
事　　　務	 １名 

２．薬剤部の特徴
　薬剤部では、医薬品の調剤、製剤、供給管理、情報提
供、TDM（薬物血中濃度モニタリング）、病棟薬剤業務お
よび服薬指導等を通じ、医薬品の安定供給と適正使用に貢
献している。さらに、これらの業務を相互に連携させるこ
とにより、医薬品に係わるリスクの防止に努めている。

・施設認定
日本臨床薬理学会認定薬剤師制度研修施設
日本医療薬学会認定薬剤師制度研修施設
日本医療薬学会がん専門薬剤師研修施設
日本薬剤師研修センター実務研修生受入施設
日本薬剤師研修センター小児薬物療法認定薬剤師制度
受入施設

・認定・専門薬剤師
日本臨床薬理学会認定指導薬剤師
� 須藤　俊明　他１名
日本医療薬学会認定指導薬剤師� 須藤　俊明　他１名
日本医療薬学会がん専門薬剤師� 霜多　博孝　他２名
日本医療薬学会薬物療法専門薬剤師� 小林　　亮
日本静脈経腸栄養学会栄養サポートチーム（NST）専
門療法士 � 釜井　聡子　他３名
日本化学療法学会抗菌化学療法認定薬剤師
� 大友　慎也
日本緩和医療薬学会緩和薬物療法認定薬剤師
� 奥田　泰考
日本小児臨床薬理学会小児薬物療法認定薬剤師　　　
� 渋谷みどり　他３名

� 155
薬剤部



③医薬品情報業務
医薬品情報部門では院内の医師や他の医療スタッフか

らの医薬品に関する問い合わせに答える他、2017年は
「薬効別分類医薬品集（第18版）」を発行した。また、
医療情報システムにおける採用医薬品のマスタ管理、オ
ンライン医薬品情報システムのメンテナンスを行ってい
る。さらに、薬事委員会の庶務を担当し、委員会の適切
な運営等に協力している。なお、薬事委員会では厚生労
働省の後発医薬品使用促進政策に基づき、2007年より
後発医薬品の導入を開始し、2017年は44品目（48規格）
を先発医薬品から後発医薬品へ切り替え、12月には後
発医薬品数量シェアが80％を超えた。

④薬剤管理指導業務およびTDM（薬物血中濃度モニタ
リング）業務
薬剤管理指導部門では入院患者に対し、処方された薬

の薬効や副作用、使用上の注意等を説明するとともに、
副作用等の発現状況の確認や、医薬品を使用する上での
相談に乗る等の業務（薬剤管理指導業務）を行っている。
2009年４月から緩和ケアにおける麻薬性鎮痛薬等の服
薬指導を新たに開始し、2010年１月からは外来治療セ
ンターにおいて抗がん剤および制吐剤の服薬指導を開始
した。さらに2014年４月からはそれらを統合した薬剤
師腫瘍外来を外来治療センター内に設置し、がん化学療
法および緩和ケアを受ける患者への服薬指導等にあたっ
ている。TDM業務においては抗菌薬や移植患者に対す
る免疫抑制薬の個別投与設計支援を中心にテーラーメイ
ド医療に貢献している。

過去５年間における薬剤管理指導業務量およびTDM実施数

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年
病棟服薬指導患者数（人） 3,453 2,471 1,802 1,496 323
病棟服薬指導件数（件） 5,758 4,147 2,796 2,232 365
持参薬確認件数（件） － － － 9,176 15,879
外来抗がん剤指導（件） 337 36 － － －
薬剤師腫瘍外来（件） － 1,713 2,505 2,671 3,047
TDM実施件数（件） 1,420 1,665 1,038 1,020 1,512

⑤薬品管理業務および病棟薬剤業務
医薬品管理部門では院内で使用する医薬品の安定供給

および病棟に在庫する医薬品の管理に寄与している。ま
た、2001年からは中央手術室に薬剤師１人を常駐させ、
麻薬、毒薬、麻酔薬等の取り扱いに注意を要する医薬品
の使用管理、血液製剤を中心とする特定生物由来製剤の
記録管理を実施している。2017年は一般病棟および一
部の特殊有床病棟で、入院患者の持参薬の確認、医療ス
タッフへの医薬品情報提供を中心とした病棟薬剤業務を
行い、病棟薬剤業務実施加算の取得を開始した。今後、
病棟薬剤業務内容を充実させる。

⑥子ども医療センター薬剤部
子ども医療センターの開設に併せてセンター内に２人

の薬剤師を配置し、病棟薬剤業務および調剤した内服薬
や外用薬の服薬指導等を外来患者と入院患者を対象に実
施している。

２）業務実績（2017年１月～12月）
①外来調剤に関すること
外来処方せん枚数（院内調剤）� （枚） 61,756
注射処方せん枚数� （枚） 18,249
外来患者への薬剤情報提供件数�（件） 1,840
在宅療養用器材等交付件数� （件） 19,234
院外処方せん枚数� （枚） 256,599
院外からの疑義照会受付件数� （件） 26,022

②入院調剤に関すること
入院処方せん枚数� （枚） 312,033
注射処方せん枚数� （枚） 199,698

③製剤に関すること
製剤総件数� （件） 4,853
一般試験および水質検査件数� （件） 167

④医薬品管理・医薬品情報に関すること
医薬品情報室への問い合わせ件数�（件） 886
医療スタッフ等への情報提供件数�（件） 708

⑤治験に関すること
治験薬受け入れ件数（新規）� （件） 25

３）その他
①医薬品の安全管理体制整備
　近年医療事故が多数報告され、残念ながらその多くが
医薬品に関連したものとなっている。薬剤部では薬剤部
長および主任薬剤師の２名が医療安全対策部を兼務し、
薬剤部内はもとより院内における医薬品による医療事故
の発生防止に努め、2011年からは病棟担当薬剤師もス
タッフを対象に危険薬（ハイリスク薬）の取扱いにつ
いての教育・指導を実施してきた。2007年の改正医療
法の施行に伴い、薬剤部長が責任者となり医薬品安全管
理を推進してきたが、さらなる事故防止の徹底を図るた
め、2016年４月からは副薬剤部長１名が医療安全対策
部を兼務するとともに医薬品安全管理責任者を引き継
ぎ、医薬品による医療事故防止のための研修等を全職員
対象に実施している。2017年４月からは、薬剤師１名
が医療の質・安全推進センター専従となり、院内におけ
る医療安全に貢献した。

②チーム医療への参画
　薬剤部ではこれまで移植チーム、医療情報部、腫瘍セ
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５．�荒川昌史，丹波嘉一郎，本田泰斗，小松崎　香，瀧
澤　裕，清水　敦，羽金智彦，髙倉祐希，須藤俊
明：医療用麻薬を後発品などへ変更することは、患
者の経済的負担を軽減する方策となるか？　第11
回日本緩和医療薬学会年会．2017年６月（札幌）

６．�清水　敦，齋藤暢是，小松崎　香，山本理栄，岡田
成生，福田重信，高田宏宗，稲田美和子，荒川昌
史，丹波嘉一郎：バランス麻酔のアプローチに学ぶ
total distressのマネジメント．第22回日本緩和医療
薬学会学術大会．2017年６月（横浜）

７．�田中裕美子，藤田崇史，扇原香澄，芝　聡美，宮崎
千絵子，櫻木雅子，塩澤幹雄，中澤寛仁，軽部真粧
美，佐田尚宏：ペルツズマブ＋トラスツズマブ＋ド
セタキセル療法におけるドセタキセル休薬後再投与
の有効性の検討．第25回乳癌学会学術総会．2017
年７月（福岡）

８．�中澤寛仁：シンポジウム「薬薬連携の新展開～病院
の立場から～」．日本病院薬剤師会関東ブロック第
47回学術大会．2017年８月（前橋）

９．�髙倉祐希，荒川昌史，羽金智彦，須藤俊明：各社プ
レフィルドシリンジは、テルフュージョン小型シリ
ンジポンプで使用できるか？　日本病院薬剤師会関
東ブロック第47回学術大会．2017年８月（前橋）

10．�奥田泰考，森　美鈴，品田　誠，山中都起子，藤
井博文，須藤俊明：G-CSF予防投与後における発
熱危険因子の検討．第２回がんサポーティブケア
学会学術集会．2017年10月（埼玉）

11．�品田　誠，奥田泰考，森　美鈴，山中都起子，藤井
博文，須藤俊明：カルボプラチンを含む化学療法
によるCINVの因子の検討．第２回がんサポーティ
ブケア学会学術集会．2017年10月（埼玉）

12．�大柿景子，大友慎也，牛島健太郎，水田耕一，浦
橋泰然，井原欣幸，眞田幸弘，平田雄大，山田直
也，岡田憲樹，片野　匠，須藤俊明：小児肝移植
後の急性拒絶に対して高用量グロブリン療法を用
いた一症例．第44回日本小児薬理学会学術集会．
2017年10月（静岡）

13．�奥田泰考，本田泰斗，大島香菜，加藤誠一，大塚祥
貴，前原央奈，稲見玲子，高田節子，米澤亜耶，森
美鈴，山口博紀，藤井博文，中澤寛仁，須藤俊明：
薬剤師連携によるがん患者支援体制の構築と評価．
第27回日本医療薬学会年会．2017年10月（千葉）

５．2018年の目標・事業計画等
①	病棟薬剤業務実施加算取得の継続
②院外処方せんの増発
③後発医薬品の使用促進
④認定・専門薬剤師の育成

ンター、感染制御部および緩和ケア部等への支援体制を
とってきた。2008年からはNST（栄養サポートチーム）
の病棟ラウンドが開始となり、薬剤部からもNST専門薬
剤師が参加しており、2017年は１名が日本静脈経腸栄
養学会栄養サポートチーム（NST）専門療法士の認定を
取得した。

③治験薬の管理
　これまでの臨床試験センターが2013年４月からは“と
ちぎ臨床試験推進部”と組織改変されたが、薬剤部では
引き続き治験薬の保管や調剤等を通じて適正な臨床試験

（治験）の運営に協力している。

④実習生および研修生の受け入れ
　2017年は、国際医療福祉大学薬学部学生延べ20人の
病院実務実習の受入を行った。さらに、小児薬物療法認
定薬剤師制度に関わる研修生５人、保険薬局から研修生
１名の受け入れを行った。

⑤地域・僻地医療に対する貢献
　公衆衛生の向上に寄与する目的から薬剤部への見学者
の積極的な受け入れを行った。また、地域の薬剤師会と
連携し医療品の安全管理・医薬品の適正使用に関する研
修会を実施した。

４．研究業績
（Ａ）学術論文
１．�Okada N, Sanada Y, Urahashi T, Ihara Y, Yamada N, 

Hirata Y, Katano T, Ushijima K, Otomo S, Fujita S, 
Mizuta K.：Rescue case of low birth weight infant 
with acute hepatic failure. World J Gastroenterol. 23

（40）, 7337-7342, 2017

（Ｂ）学会発表
１．�中澤寛仁：シンポジウム「薬局と病院の連携につい

て」．日本臨床腫瘍薬学会学術大会．2017年３月（新潟）
２．�大友慎也，鈴木　潤，秋根　大，大西　翼，笹原鉄

平，森澤雄司：小児肝移植後のCRE敗血症に対し
てColistinで治療した一例．第65回日本化学療法学
会総会．2017年４月（東京）

３．�尾沼恵梨香，眞田幸弘，吉田幸世，浦橋泰然，井原
欣幸，岡田憲樹，山田直也，平田雄大，片野　匠，
大友慎也，牛島健太郎，水田耕一：移行期医療にお
ける患者教育の必要性―小児肝移植後患者の疾患認
識についてアンケート調査を実施して―第35回日
本肝移植研究会．2017年６月（大阪）

４．�吉田幸世，尾沼恵梨香，浦橋泰然，井原欣幸，眞田
幸弘，岡田憲樹，山田直也，平田雄大，片野　匠，
大友慎也，牛島健太郎，水田耕一：小児肝移植事例
からきょうだいへの支援を検討する．第35回日本
肝移植研究会．2017年６月（大阪）
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